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ヒゲソリダイ１歳魚の適正給餌量の検討 

越智洋雅 

Hiromasa OCHI 

　In order to determine the proper feeding amount of one-year-old skewhand grunt, Hopalogenys 
nigripinnis  (Temminck & Schlegel, 1843), the growth and the feed conversion ratio of skewhand 

grunt were examined comparatively by feeding them different amounts of extruded pellet from 9th 

Sep. 2012 to 24th Mar. 2013.

　As the results, the proper feeding amounts was 70 to 80% of the satiation feeding amount, and it was 

found that most suitable water temperature for skewhand grunt culture was between 20 and 27 °C, and 

less than 12 °C was not suitable for it. 

　ヒゲダイ属のヒゲソリダイHopalogenys nigripinnis 
（Temminck ＆ Schlegel, 1843） は，南日本から朝鮮半
島南部・東シナ海に分布する体長30 cm 程度の魚類で
ある 1）。香川県水産試験場における飼育事例では，全
長が40cm 以上，魚体重は2kg 以上に達しており，高
成長が期待できること，白身で弾力のある肉質である
ことから，本県では次期養殖対象種として選定し，平
成20年度から種苗生産の技術開発を実施している。ま
た，養殖期間3～4年を想定した養殖試験を実施する
計画である。
　今のところ，種苗生産は成功には至っていないが，
初夏に香川県小豆島周辺海域で前年秋生まれの0歳魚
が漁獲されるため，まずこの天然魚を用いて養殖試験
を行うこととした。魚類養殖においては，餌料費が経
費の多くを占めるため，適正な給餌量を把握しておく
必要がある。しかしながら，ヒゲソリダイについては，
給餌量に関する報告はない。そこで，異なる給餌率で
ヒゲソリダイを飼育して，増肉係数から適正給餌量に
ついて検討した。また，養殖経営収支についても試算
した。 

材料と方法 

　ヒゲソリダイの適正給餌量について調べるため，
2012年9月9日から2013年3月24日の間に試験を実
施した。試験には2012年5月から6月に，小豆島周辺
海域で四海漁業協同組合に所属する小型機船底びき網
漁業者によって漁獲された0歳の天然魚を用いた。ヒ
ゲソリダイは9月から10月にかけて産卵するため，試
験開始時に1歳魚となる。試験に供するまで4kL 円
形 FRP 水槽で，週5回配合飼料（おとひめ EP4ヒラ
メ・トラフグ用，日清丸紅飼料製，以下「EP」と記す）
を飽食量給餌して飼育した。試験は80L ポリエチレ
ン水槽4槽で行った。各水槽の上部には天井網を設置
した。また，内径13mm のホースで水槽底から毎分
4L のろ過海水を注水した。水槽底中央に1個のエア
ストーンを置いて通気を行った。各水槽の水温を9時
頃に測定した。試験飼料にも EP を用いた。 
　各水槽に魚体重を測定した供試魚を25尾ずつ収容
した。各供試魚の母分散に差がないかをバートレット
検定で確認した結果，危険率1% で有意差はなかった。
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次に各供試魚の平均体重に差がないか一元配置分散分
析法で検定した結果，危険率1% で有意差がなかった。 
　試験前に飽食となる給餌率を調べたところ魚体重の
4% であった。これを基準にして試験開始時の給餌率
を魚体重の2%，3%，4% および5% に設定した。給
餌率の低い順に1区から4区とした。試験期間の給餌
率を表1に示す。水温の低下に伴って摂餌量が減少し
たため，10月8日から12月7日までは，概ね週１回給
餌率を下げた。12月8日以降は給餌率を0.2%，0.3%，
0.4% および0.5% とした。給餌は11時頃に12月7日
までは10月7日を除いて1日1回行った。12月8日か
ら１月15日までは週2回，1月22日から3月25日まで
は週1回行った。15時頃に残餌の有無を確認するとと
もに，全ての水槽で底掃除を行い，残餌や糞を水槽外
に除去した。 
　各区の総魚体重を12月8日までは概ね週１回，12月
22日から3月25日までは概ね隔週に1回測定し，平均

魚体重および増肉係数を計算した。増肉計数は次式に
より求めた。
　増肉係数＝給餌量／増重量（供試魚を1g 増重させ

るために要する餌量 g） 
　試験期間中に水槽からの飛び出しにより，3尾がへ
い死した。1区で12月22日に1尾が，4区で9月13日
に1尾，3月11日に1尾がへい死したので，その魚体
重を測定して給餌量を減じた。

結果および考察 

　試験期間における全区の平均水温を図1に示す。水
温は試験開始から9月17日までは28 .4～29 .0℃とほ
ぼ横ばいに推移した後，下降に転じ1月29日には6.6℃
と最低となった。その後は徐々に上昇し，3月24日に
11 .4℃となった。水槽間の水温差はほとんど無く最大
でも0.2℃であった。 
　表2に魚体測定日間の1尾当たりの給餌量合計およ
び給餌回数を示した。各区の給餌率および摂餌の状況
について述べる。 
　1区の給餌率は試験開始時が2％，試験終了時が
0.2％であった。1区のヒゲソリダイは低水温時を含
め試験期間を通じて投与した配合飼料を全て摂餌し
た。12月20日（水温11 .6℃）までは，水槽に近づく
と水面付近まで浮上して給餌を待っている状況であっ
た。投与した飼料の全てを競い合って短時間で摂餌し，
所定量の給餌が終了した後も，水面付近に留まり給餌
を待っている状況であった。水温が10℃を下回った12

表 1　給餌率（給餌 1 回当たり）　　　単位％

表 2　１尾当たりの給餌量（各期間内の合計）　単位g

図 1　4 水槽の平均水温の推移
月日

水
温
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成長が良く，20℃以下では成長が遅れ始めた。12℃以
下となると成長しなかったので，ヒゲソリダイの養殖
には不適であると言える。平均魚体重は試験期間を通
して給餌率が高いほど大きくなったが，1区が極端に
小さく，2～4区では顕著な差はなかった。 

月25日以降は摂餌が緩慢になったが，投与した飼料は
全て摂餌した。 
　2区の給餌率は試験開始時が3％，試験終了時が0.3%
であった。2区のヒゲソリダイは，始め投与した飼料
を活発に摂餌するが，所定量に近づくと摂餌が緩慢に
なった。水温が14℃を下回った12月5日から残餌が認
められた。この時の給餌率は0.5% であった。12月10
日に給餌率を0.3% に下げると完食するようになった
が，摂餌は緩慢で水温が9℃を切った1月4日から再び
残餌が認められた。 
　3区の給餌率は試験開始時が4％，試験終了時が0.4%
であった。3区の摂餌の状況は，始め投与した飼料を
活発に摂餌するが，所定量に近づくと緩慢となり，当
初からわずかに残餌が認められた。水温が下降するに
つれて摂餌は徐々に不活発となり，12月8日以降はほ
とんど摂餌をしなくなった。 
　4区の給餌率は試験開始時が5％，試験終了時が0.5%
であった。4区の摂餌の状況は，飽食給餌である3区
よりさらに高い給餌率としているため，当初から残餌
が多く認められた。水温が下降するにつれて摂餌は
徐々に不活発となり，12月8日以降は3区と同様にほ
とんど摂餌をしなくなった。 
　次に魚体重の増減について述べる。図2に各区の平
均魚体重の推移を，表3に平均魚体重の増減を示した。
全ての区で12月上旬（12月2日または12月8日）まで
平均魚体重が増加し，その後は徐々に減少した。ヒゲ
ソリダイは水温が20～27℃で最も成長したのでこの
水温が養殖適水温と考えられた。次いで27～29℃の

表 3　平均的魚体重の増減　　　単位ｇ

平
均
体
重

図 2　異なる給餌率で飼育したヒゲソリダイの成長
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　給餌量と増重量から増肉係数を算出して表4に示し
た。供試魚の成長が認められた12月7日までについて
見てみると，初めの1週間を除いて1区の増肉係数が
0.69～1 .34と低い値を示し，少ない給餌量で一番効率
よく増肉に繋がっていることが分かった。しかし，図
2に示したとおり1区の成長は極端に悪いため，この
期間に1区に適用した給餌率は低すぎると考えられた。
3区および4区については，常に残餌が確認され，1区
および2区に比べて増肉係数が高く，この期間に3区
および4区に適用した給餌率は高すぎると考えられた。 
　一方，2区では11月25日から12月1日までの間を
除いて，増肉係数が0.78～1 .41となり，1区に次いで
低い値を示した。さらに9月9日から9月15日までの
間，9月23日から9月29日までの間および12月2日か
ら12月7日までの間は１区をも下回った。また，成長
も3区および4区と遜色がなかった。したがって，12
月7日（水温12 .3℃）までは2区に適用した給餌率が
最適であると考えられた。なお，11月25日から12月
1日までの間における2区の増肉係数が6.08と極端に
高い値となった。この期間の2区の成長が悪かったこ
とによると考えられるが，成長不良の原因は不明であ
る。12月8日以降（水温12℃以下）は全ての区で増肉
係数が0以下となり，2～4区では残餌が確認されたた
め，1区に適用した給餌率で十分であると考えられた。 

　これらの結果から適正給餌率および適正給餌量につ
いて検討する。残餌量が最小であった区の給餌量を飽
食給餌量と仮定すると，2区で12月5日から残餌がわ
ずかに出たものの，飽食であった区は12月7日までの
期間は概ね3区，12月8日以降は2区となる。表5に飽
食であったと考えられた2区および3区の給餌率を１
とした場合の各区の給餌率の比を示す。12月7日まで
の適正給餌率は2区の給餌率で，表5におけるこの期
間の2区の値は0.75～0 .83である。12月8日以降の適
正給餌率は1区の給餌率で，表5におけるこの期間の1
区の値は0.67である。したがって，試験期間を通して
飽食の給餌率の7～8割が適正給餌率であると考えら
れる。

　以上のことから9月9日から3月24日，水温6.6～
29 .0℃における給餌のモデル（以下，「給餌モデル」
と記す）を作成し図3に示す。給餌モデルは水温12℃
以下のとき給餌率0.2% で週1～2回の給餌とし，12℃
を超えると1日1回の給餌で18℃で１%，21℃で1.5%
と給餌率を直線的に増加させる。21℃を超えると25℃
の3% まで直線的に増加させ，25℃以上では3% を維
持するというものである。 
　渡辺はカンパチの0歳魚および1歳魚について，海
面小割網生簀においてハマチ用のエクストゥルーダー
ペレットを用いて給餌量を飽食，飽食の60%，70% お
よび80% で飼育し，成長，餌料効率等を比較して飽
食給餌が最も好成績であったとしている 2）。金城らは
ヤイトハタ0歳魚について，海面小割網生簀でエクス
トゥルーダーペレットの給餌量を飽食量，飽食量の3
分の2および飽食量の3分の1として飼育し，餌料転換
効率および増肉係数から適正な給餌量は暫定的に飽食
量の3分の2が妥当であるとしている 3）。今回の結果

表 4　増肉係数

表 5　飽食であった試験区の給餌率を１とした時の
　　　各区の給餌率の比
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はこれら報告の中間となる。渡辺および金城らは海面
小割網生簀で試験を行っているのに対し，本研究では
水槽で試験を行った。ヒゲソリダイを観察していると
その摂餌行動はカンパチに比べ緩慢で，投与した EP
が水槽底に達することが多いものの，水槽底に溜まっ
た EP も探し出して摂餌する。このため，海面小割網
生簀で同様の試験を実施した場合は，投与した EP の
一部は摂餌できずに網外に流失するものと思われ，給
餌率を今回のモデルより高く設定する必要があると考
えられる。あるいは，摂餌を見ながら丁寧に給餌を行
う必要がある。カンパチ，ヤイトハタおよびヒゲソリ
ダイの運動量を比較すると，カンパチは常に遊泳して
おり，ヤイトハタは網底でほとんど運動しない。ヒゲ
ソリダイはこれらの中間にあたり底付近を緩慢に遊泳
しており，運動量と適正給餌量に関連性が見受けられ
興味深い。 
　本試験は1歳魚を対象とした短期間の試験であった
が，経営収支を試算した。今回使用した餌料の単価が
315円 /kg であるのに対して，2012年5月に四海漁業
協同組合の漁業者に聞き取り調査したヒゲソリダイの
出荷単価は200円 /kg であった。今回の飼育試験で得
られた増肉係数は，成長が良好であった期間でも0.8
前後で，ヒゲソリダイを1kg 成長させ200円を得るた
めには，250円以上の餌料費が必要となり，餌料費の
みでも経営収支が赤字となることが分かった。今後は
安価な餌料の利用やヒゲソリダイの単価を上げるため
の方策について検討する必要がある。 
　また，水温上昇期についても今後給餌モデルを作成
する必要がある。 
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要　旨 

　ヒゲソリダイ1歳魚の適正給餌量を把握するために，
2012年9月9日から2013年3月24日の間に異なる給
餌率で EP を投与し，成長および増肉係数を比較した
結果，飽食の7～8割の給餌率が最良であった。また，
ヒゲソリダイの養殖に最適な水温は20～27℃で，次
いで27～29℃であり，12℃以下は不適であることが
分かった。 

図 3　給餌モデル
水温℃
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